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the idea of Jomon ‘Culture’: Revisiting the model of Yamanouchi Sugao”となったが、候




　吉田は 2016 年 4 月、アメリカのフロリダ州オーランドで開催された Society for American Ar-
chaeology (SAA) に参加した。そこでのペーパーのタ
イトルは“The Prehistoric Jomon and ideological 






田の SAA ペーパー中のキーワード群を、第 6 回の最重
要テーマのひとつである山内清男の文様帯系統論を説
明する図の中で使われている土器で、かつ大塚氏の主
要研究テーマのひとつでもある安行式土器の輪郭内に
無作為に並べたものをメインイメージとしている。
　当日の吉田の発表は要旨のみ、大塚氏の発表は『物
質文化』掲載論文をもとにしているため、その要約に
なっている部分と、この論文の成り立ちについての重
要なエピソードと考えられる部分で再構成したものを
掲載している。
